
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八

十
三
号
）
を
施
行
す
る
た
め
、
及
び
同
法
第
十
五
条
の
規

定
に
基
き
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
訓
練
）

第
一
条
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
訓
練

は
、
点
字
、
手
話
、
歩
行
及
び
発
声
の
訓
練
、
残
存
視

力
を
活
用
す
る
訓
練
、
人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
使

用
し
て
い
る
者
に
対
す
る
社
会
適
応
訓
練
、
家
事
の
訓

練
並
び
に
福
祉
用
具
及
び
情
報
機
器
を
使
用
す
る
訓
練

等
と
す
る
。

（
法
第
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
方
法
）

第
一
条
の
二
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
要
約
筆
記
等
と
す
る
。

（
判
定
書
の
交
付
）

第
一
条
の
三
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

五
年
政
令
第
七
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第

二
条
に
規
定
す
る
判
定
書
（
自
立
支
援
医
療
（
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五

条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
医
療
を
い
う
。
）

の
う
ち
、
更
生
医
療
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平

成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
一
条
の
二
第
二
号
に
規
定

す
る
更
生
医
療
を
い
う
。
第
三
条
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
補
装
具
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
様
式

は
、
別
表
第
一
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請
）

第
二
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
の
申
請
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

（
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
が
十
五
歳
未
満
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
）
を
記

載
し
た
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
身
体
障
害
者
の
居
住
地
と
当
該
身
体
障
害
者
の
保

護
者
の
居
住
地
が
同
一
の
場
合
に
は
、
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
の
う
ち
当
該
保
護
者
の
居
住
地
の
記
載
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
の
氏
名
、
生
年
月

日
、
居
住
地
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
申
請
に
係
る
身

体
障
害
者
の
保
護
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
居
住
地

及
び
当
該
身
体
障
害
者
と
の
続
柄

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
る

も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書

二
　
法
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
意
見
書

三
　
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
の
写
真

（
診
査
を
受
け
る
べ
き
旨
の
通
知
）

第
三
条
　
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
法

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
発
育
に
よ
り
、
そ
の
障
害
程
度
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

二
　
進
行
性
の
病
変
に
よ
る
障
害
を
有
す
る
と
き
。

三
　
更
生
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
障
害
程

度
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
障
害
程
度

に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

（
保
健
所
長
へ
の
通
知
）

第
四
条
　
令
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
氏
名
、
居
住
地
及
び
生
年
月
日
（
保
護
者
に
つ
い

て
通
知
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
保
護
者
の
氏
名
及

び
居
住
地
並
び
に
本
人
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
）

二
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
年
月
日

三
　
障
害
名

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
記
載
事
項
等
）

第
五
条
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者
の
氏
名
、
現
住
所
及
び
生
年
月
日

二
　
障
害
名
及
び
障
害
の
級
別

三
　
削
除

四
　
身
体
障
害
者
が
十
五
歳
未
満
の
児
童
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
保
護
者
の
氏
名
、
続
柄
及
び
現
住
所

２
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
は
、
当
該
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
者
の
写
真
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
障
害
の
級
別
は
、
別
表
第
五
号
の
と
お
り

と
す
る
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
台
帳
の
記
載
事
項
）

第
六
条
　
令
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者

手
帳
交
付
台
帳
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
番
号
及
び
交
付
年
月
日

二
　
身
体
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
及
び
個

人
番
号

三
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
害
名
及

び
障
害
の
級
別

四
　
身
体
障
害
者
が
十
五
歳
未
満
の
児
童
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
続
柄

五
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
の
年
月
日
及
び
理
由

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
）

第
七
条
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
と
き
に
比

較
し
て
そ
の
障
害
程
度
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
、
又
は

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
時
に
有
し
て
い
た

障
害
に
加
え
て
そ
れ
以
外
の
障
害
で
法
別
表
各
項
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
係

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
の
申
請
は
、
第
二
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
を
受
け
た
と
き

は
、
先
に
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
を
都
道
府

県
知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
つ

た
者
に
係
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
の
申
請
は
、

第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
身
体
障
害
者
手
帳
を
破

り
若
し
く
は
汚
し
た
場
合
に
係
る
申
請
又
は
当
該
身
体

障
害
者
手
帳
を
失
つ
た
場
合
（
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

を
提
示
す
る
と
き
に
限
る
。
）
に
係
る
申
請
に
あ
つ
て

は
第
一
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
項
に
限
る
。
）
を
申

請
書
に
記
載
し
、
破
り
、
又
は
汚
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
そ
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す

る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
の
氏
名
、
生
年

月
日
、
居
住
地
、
先
に
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
番
号
及
び
当
該
身
体
障
害
者
と
の

続
柄

ロ
　
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
の
個
人
番
号

ハ
　
申
請
の
理
由

二
　
当
該
申
請
に
係
る
身
体
障
害
者
の
氏
名
及
び
生
年

月
日
又
は
住
所
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
個
人
識

別
事
項
」
と
い
う
。
）
が
記
載
さ
れ
た
書
類
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の

イ
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第

七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二

十
六
年
内
閣
府
・
総
務
省
令
第
三
号
）
第
一
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳

を
除
く
。
）

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
官
公
署
か
ら
発
行

さ
れ
、
又
は
発
給
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
書
類
で
あ
つ
て
、
写
真
の
表
示
そ
の
他
の
当

該
書
類
に
施
さ
れ
た
措
置
に
よ
つ
て
、
当
該
申
請

に
係
る
身
体
障
害
者
が
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
た

個
人
識
別
事
項
に
よ
り
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人

と
同
一
の
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て
当
該
身
体
障
害
者
が
居
住
地
を

有
す
る
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
三

項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
（
健
康
保
険
日
雇
特
例

被
保
険
者
手
帳
に
あ
つ
て
は
健
康
保
険
印
紙
を
貼

り
付
け
る
べ
き
余
白
が
あ
る
も
の
に
限
り
、
国
家

公
務
員
共
済
組
合
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の

組
合
員
証
並
び
に
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の

加
入
者
証
に
あ
つ
て
は
被
扶
養
者
証
を
含
む
。
）

又
は
官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
、
若
し
く
は
発
給
さ

れ
た
書
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
あ
つ
て

当
該
身
体
障
害
者
が
居
住
地
を
有
す
る
都
道
府
県

知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
の
う
ち
二
以
上
の

書
類

２
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
を
申
請
し
た
後
、
失
つ

た
身
体
障
害
者
手
帳
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
社
会
福
祉
法
人
の
指
定
）

第
九
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉

法
人
が
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
登

記
事
項
証
明
書
を
添
え
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
定
款

三
　
事
業
内
容

四
　
建
物
の
規
模
及
び
設
備
の
概
要

五
　
被
援
護
者
の
概
要

六
　
職
員
の
定
員

七
　
事
業
開
始
の
年
月
日

八
　
収
支
予
算
書

九
　
理
事
そ
の
他
の
役
員
及
び
主
な
職
員
の
履
歴
書
及

び
資
産
状
況

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
社
会
福
祉
法
人
の

1



所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
事
業
報
告
等
の
義
務
）

第
十
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す

る
社
会
福
祉
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及

び
決
算
報
告
書
を
作
製
し
、
当
該
年
度
終
了
後
九
十
日

以
内
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
期
限
の
特
例
）

第
十
一
条
　
前
条
に
規
定
す
る
報
告
書
の
提
出
の
期
限
が

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
休
日

に
当
た
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
の
休
日
の
翌
日
を

も
つ
て
そ
の
期
限
と
み
な
す
。

（
指
定
の
取
消
）

第
十
二
条
　
前
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
業
務
の

運
営
が
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら

れ
又
は
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
に
つ
い
て
は
、
第

九
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
等
に
関
す
る
届
出
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
事
業
の
種
類
及
び
内
容

二
　
経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三
　
条
例
、
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

四
　
職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容

五
　
主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

六
　
事
業
を
行
お
う
と
す
る
区
域
（
市
町
村
の
委
託
を

受
け
て
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当

該
市
町
村
の
名
称
を
含
む
。
）

七
　
介
助
犬
訓
練
事
業
又
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
を
行
お

う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
用
に
供
す

る
施
設
の
名
称
、
種
類
及
び
所
在
地

八
　
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

２
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
収

支
予
算
書
及
び
事
業
計
画
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
こ
れ
ら
の
内
容
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
法
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

二
　
廃
止
又
は
休
止
の
理
由

三
　
現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
措
置

四
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
休
止
の

予
定
期
間

（
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
に
関
す
る
届
出
）

第
十
四
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
施
設
の
名
称
、
種
類
及
び
所
在
地

二
　
建
物
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面
及
び
設

備
の
概
要

三
　
事
業
内
容
及
び
運
営
の
方
法

四
　
収
容
定
員
又
は
通
所
定
員

五
　
職
員
の
定
員
及
び
主
な
職
員
の
履
歴
書

六
　
収
支
予
算
書

七
　
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

第
十
五
条
　
令
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
身
体

障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
の
種
類
を
変
更
し
、
又
は

そ
の
施
設
を
休
止
し
、
若
し
く
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
設
の
種
類
の
変
更
又
は
休
止
若
し
く
は
廃
止
の

理
由
及
び
そ
の
予
定
期
日

二
　
現
に
そ
の
施
設
に
お
い
て
社
会
参
加
の
支
援
を
受

け
て
い
る
者
に
対
す
る
措
置

三
　
施
設
の
建
物
及
び
設
備
の
処
分

（
養
成
施
設
に
関
す
る
届
出
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
建
物
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面
及
び
設

備
の
概
要

三
　
事
業
内
容
及
び
運
営
の
方
法

四
　
職
員
の
定
員
及
び
主
な
職
員
の
履
歴
書

五
　
収
支
予
算
書

六
　
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

第
十
七
条
　
令
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
身
体

障
害
者
の
社
会
参
加
の
支
援
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の

養
成
施
設
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
設
の
休
止
又
は
廃
止
の
理
由
及
び
そ
の
予
定

期
日

二
　
施
設
の
建
物
及
び
設
備
の
処
分

（
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
便
宜
）

第
十
八
条
　
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
便
宜
は
、
点
訳
又
は
手
話
通
訳
等
を
行
う
者

の
養
成
又
は
派
遣
、
点
字
刊
行
物
等
の
普
及
の
促
進
、

視
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
情
報
機
器
の
貸
出
、
視
聴
覚

障
害
者
に
関
す
る
相
談
等
と
す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
）

第
十
九
条
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
別
表
第
六
号

の
と
お
り
と
す
る
。

（
町
村
の
一
部
事
務
組
合
等
）

第
二
十
条
　
町
村
が
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域
連
合
を
設

け
て
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
省
令

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域

連
合
を
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
と
み
な
し
、
そ

の
一
部
事
務
組
合
の
管
理
者
又
は
広
域
連
合
の
長
を
福

祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
と
み
な
す
。

（
大
都
市
の
特
例
）

第
二
十
一
条
　
令
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定

都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
が
身
体
障
害

者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
の
省
令
の
規
定
中
の

字
句
で
、
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
下
欄
の
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項

第
八
条
第
一
項
第
二

号
ロ
及
び
ハ
並
び
に

第
二
項

都
道
府
県
知

事

指
定
都
市
の
市
長

第
十
五
条

市
町
村

指
定
都
市
以
外
の
市

町
村

都
道
府
県
知

事

指
定
都
市
の
市
長

第
十
七
条

市
町
村

指
定
都
市
以
外
の
市

町
村

都
道
府
県
知

事

指
定
都
市
の
市
長

（
中
核
市
の
特
例
）

第
二
十
二
条
　
令
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中

核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
が
身
体
障
害
者

の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
の
省
令
の
規
定
中
の

字
句
で
、
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
下
欄
の
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項

第
八
条
第
一
項
第
二

号
ロ
及
び
ハ
並
び
に

第
二
項

都
道
府
県
知

事

中
核
市
の
市
長

第
十
五
条

市
町
村

中
核
市
以
外
の
市

町
村

都
道
府
県
知

事

中
核
市
の
市
長

第
十
七
条

市
町
村

中
核
市
以
外
の
市

町
村

都
道
府
県
知

事

中
核
市
の
市
長

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
六
日
厚
生
省
令

第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
但
し
、
第
二
十
四
条

及
び
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

（
経
過
規
定
）

２
　
別
表
第
四
号
の
改
正
様
式
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た

身
体
障
害
者
手
帳
は
、
こ
の
省
令
の
様
式
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
六
月
四
日
厚
生
省
令
第

二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
月
二
五
日
厚
生
省
令

第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
二
一
日
厚
生
省
令

第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
九
月
二
日
厚
生
省
令
第

五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
規
定
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
身
体
障
害
者
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
害
の
級
別
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
障
害
の
級
別
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
九
月
二
二
日
厚
生
省
令

第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
一
二
月
二
〇
日
厚
生
省

令
第
四
九
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
規
定
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
改
正
前
の
別
表

第
八
号
に
よ
る
更
生
医
療
券
は
、
改
正
後
の
別
表
第
八

号
に
よ
る
更
生
医
療
券
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
提
出
さ
れ
た
別
表
第
十
号
の

一
に
よ
る
更
生
医
療
診
療
報
酬
請
求
書
及
び
別
表
第
十

号
の
二
に
よ
る
更
生
医
療
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
別
表
第
十
号
の
一
に
よ
る
更
生
医

療
診
療
報
酬
請
求
書
及
び
別
表
第
十
号
の
二
に
よ
る
更

生
医
療
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
一
一
月
五
日
厚
生
省
令

第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
二
月
二
八
日
厚
生
省
令

第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
六
年
八
月
一
日
厚
生
省
令
第

三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
四
月
二
六
日
厚
生
省
令

第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
九
月
一
二
日
厚
生
省
令

第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
九
月
二
七
日
厚
生
省
令

第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
五
月
一
二
日
厚
生
省
令

第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
厚
生
省

令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
一
年
一
二
月
一
日
厚
生
省
令

第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
八
月
一
日
厚
生
省
令
第

二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
省

令
第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
六
月
二
八
日
厚
生
省
令

第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
一
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
七
年
二
月
二
三
日
厚
生
省
令

第
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
厚
生
省
令
第

三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
八
月
二
五
日
厚
生
省
令

第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
別
表
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
又
は

医
療
に
係
る
費
用
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
八
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
の
給

付
に
関
す
る
費
用
の
請
求
又
は
療
養
の
給
付
に
関
す
る

費
用
の
請
求
及
び
公
費
負
担
医
療
の
費
用
に
関
す
る
請

求
（
以
下
「
費
用
の
請
求
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
〇
月
一
二
日
厚
生
省

令
第
三
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
又
は

医
療
に
係
る
費
用
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
四
月
二
七
日
厚
生
省
令

第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
又
は

医
療
に
係
る
費
用
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
八
月
二
日
厚
生
省
令
第

三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
か
ら
附
則
第
十

二
条
ま
で
の
規
定
、
附
則
第
十
四
条
中
児
童
福
祉
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
一

号
様
式
及
び
第
四
号
の
二
様
式
の
改
正
規
定
、
附
則
第

十
五
条
中
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
八
号
の
改
正
規

定
、
附
則
第
二
十
条
中
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
、
附
則
第
二
十
二
条

中
老
人
医
療
費
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
厚
生
省
令

第
五
十
三
号
）
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
、
附
則
第
二

十
三
条
中
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
様
式
第
三
号
及
び
様

式
第
十
四
号
の
改
正
規
定
、
附
則
第
二
十
四
条
中
母
子

保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五

号
）
様
式
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
五

条
の
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
医
療
券
の
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
に
お
い
て
現
に

交
付
さ
れ
て
い
る
育
成
医
療
券
、
療
育
券
、
更
生
医
療

券
、
被
爆
者
健
康
手
帳
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証
、
療

養
券
及
び
養
育
医
療
券
（
以
下
「
医
療
券
」
と
い
う
。
）

で
あ
つ
て
、
公
費
負
担
者
番
号
及
び
公
費
負
担
医
療
の

受
給
者
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
医
療
券
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
八
月
七
日
厚
生
省
令
第

三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
六
月
二
七
日
厚
生
省
令

第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
省

令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
二
二
日
厚
生
省
令

第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
二
六
日
厚
生
省
令

第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
五
号
備
考
３
の

規
定
に
よ
り
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て

定
め
ら
れ
た
障
害
の
級
別
は
、
同
令
に
よ
る
改
正
後
の

同
号
備
考
３
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
障
害
の
級
別

と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
二
二
日
厚
生
省
令

第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
改
正
前
の
別
表

第
一
号
に
よ
る
判
定
書
は
、
改
正
後
の
別
表
第
一
号
に

よ
る
判
定
書
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
判
定
書
は
、
当
分

の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
九
月
二
二
日
厚
生
省
令

第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
月
三
一
日
厚
生
省
令

第
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
三
日
厚
生
省
令

第
一
五
号
）

3



こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
二
〇
日
厚
生
省

令
第
六
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
四
日
厚
生
省
令
第

一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ

れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式

に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
及
び
板
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て

改
正
後
の
様
式
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
省
令

第
五
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
一
五
日
厚
生
省
令
第

四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に

よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
二
八
日
厚
生
省
令
第

六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
九
日
厚
生
省
令
第
五

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
二
七
日
厚
生
省
令
第

六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八

十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
〇
月
一
四
日
厚
生
省
令

第
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
六
年
十
月
一
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
の
給

付
、
老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
、
指
定
老
人
訪
問

看
護
並
び
に
施
設
療
養
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
二
月
一
四
日
厚
生
省
令

第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第

十
二
条
、
第
十
五
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
平
成

七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
七
条
　
第
十
六
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
者
は
、

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉

法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
た
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
二
七
日
厚
生
省
令
第

五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
四
月
一
一
日
厚
生
省
令
第

二
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
二
十
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
身
体
障
害
者
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
害
の
級
別
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
五
号
に
規
定

す
る
障
害
の
級
別
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
一
四
日
厚
生
省
令
第

三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
八
日
厚
生
省
令
第

三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
月
一
九
日
厚
生
省
令

第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
二
月
九
日
厚
生
省
令
第

一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
厚
生
省
令

第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
日
厚
生
省
令

第
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
一
八
日
厚
生
省
令

第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
七
日
厚
生
省
令
第

二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
厚
生
省
令
第

一
〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省

令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
一
三
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
お
い
て
社
会
福
祉
の

増
進
の
た
め
の
社
会
福
祉
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
一
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
七
条
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
居
宅
支
給
決
定
（
改
正
法
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条

の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
支
給
決
定
を
い
う
。
）

に
係
る
新
法
第
十
七
条
の
五
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
第
九
条
の
六

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
八
月

間
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
五
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
九
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
一
二
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ

つ
せ
ん
業
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日

（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
一
条
中
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
の

改
正
規
定
、
第
二
条
中
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

第
一
条
の
四
の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
中
知
的
障
害
者

福
祉
法
施
行
規
則
第
四
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
二
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
一
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か

ら
、
第
二
条
の
規
定
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
様
式
の
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
四
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
三
年
九
月
二
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
月
一
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
二
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二

条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九

条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第

三
十
八
条
ま
で
の
規
定
　
番
号
利
用
法
附
則
第
一
条

第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八

年
一
月
一
日
）

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法

施
行
規
則
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
同
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
様
式
の
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
四
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
身
体
障
害

者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）

第
十
五
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
障
害
の
級
別
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

別
表
第
五
号
に
掲
げ
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行

規
則
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
（
次
項
に

お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
同
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
規
格
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
五
月
二
五
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
の
施
行
の
日
（
令
和
二

年
五
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5



附
　
則
　
（
令
和
五
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
号
（
第
一
条
の
三
関
係
）

別表第一号(第一条の三関係) 

判 定 書(自立支援医療(更生医療)・補装具) 

第    号 

令和  年  月  日 

          殿 

身体障害者更生相談所長  印  

  令和  年  月  日付けの依頼については下記のとおり判定する。 

記 

氏 名   男
女 

明治 

大正 

昭和 

平成 

令和 

  年  月  日生( 歳) 

居 住 地 県 

区 

市 

郡 

町 

村 
   丁目   番   号   方 

判 定

年 月 日 
令和   年   月   日 

障 害 名   程
度 

級 

総

合

判

定 

  

 

医

学

的

判

定 

障

害

状

況 

  

意

見 

  

自
立
支
援
医
療(

更
生
医
療) 

1 具体的内容 

2 治療効果見込み 

3 術後の等級(  級) 

4 医療費概算額      円 

補

装

具 

1 名称(購入・借受け
の別)又は修理項目
及び種目名称別コー
ド 
 
 
 
 
2 使用効果見込み 
 (注：借受けが必要な
場合は借受け期間も
記載) 
 
 
 
3 概 算 額 

円 

4 処方(図示) 

 (注：借受けが必要な場合はその理由も明確に記載) 

 

別
表
第
二
号
　
削
除

別
表
第
三
号
　
削
除

別
表
第
四
号
　
削
除

別
表
第
五
号
（
第
五
条
関
係
）

身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

級別
視
覚

障
害

聴
覚
又

は
平
衡

機
能
の

障
害

音声機能、言語機能又はそしやく機能の障害
肢
体
不
自
由

心
臓
、
じ
ん
臓
若
し

く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ

う
こ
う
若
し
く
は
直

腸
、
小
腸
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
若
し
く
は

肝
臓
の
機
能
の
障
害

聴
覚

障
害

平衡機能障害

上肢
下肢
体幹
乳
幼
児
期

以
前
の
非

進
行
性
の

脳
病
変
に

よ
る
運
動

機
能
障
害

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は直腸の機能障害
小腸機能障害
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

肝臓機能障害

上
肢

機
能

移
動

機
能

一級
視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力（

万
国
式

試
視

力
表

に
よ

つ
て

測
つ

た
も

の
を

い
い

　

　
　
１　両上肢の機能を全廃したもの２　
１　両下肢の機能を全廃したもの２　
　体幹の機能障害により坐つている
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

上
肢

を
使

用
す

る
日

常
生

活
動

作
が

ほ
と

ん
ど

不
可

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

歩
行

が
不

可
能

な
も

の

　心臓の機能の障害により自己の身
　じん臓の機能の障害により自己の
　呼吸器の機能の障害により自己の
ぼうこう又は直腸の機能の障害によ
小腸の機能の障害により自己の身辺
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の

肝臓の機能の障害により日常生活活
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、
屈

折
異

常
の

あ
る

者
に

つ
い

て
は

、
矯

正
視

力
に

つ
い

て
測

つ
た

も
の

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が〇
・

〇
一

以
下

の
も

の

両上肢を手関節以上で欠くもの
両下肢を大腿の二分の一以上で欠くもの
ことができないもの
能
な

も
の

辺の日常生活活動が極度に制限されるもの
身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの
身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの
り自己の身辺の日常生活活動が極度に制限されるもの
の日常生活活動が極度に制限されるもの
機能の障害により日常生活がほとんど不可能なもの

動がほとんど不可能なもの

二級
１
　

視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

〇
二

以
上

〇
・

〇
三

以
下

の
も

の２
　

視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

　
両

耳
の

聴
力

レ
ベ

ル
が

そ
れ

ぞ
れ

一
〇

〇
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

（

両
耳
全

ろヽヽう
）

　
　
１　両上肢の機能の著しい障害２　両上肢のすべ
１　両下肢の機能の著しい障害２　両下肢を下腿
１　体幹の機能障害により坐位又は起立位を保つ
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

上
肢

を
使

用
す

る
日

常
生

活
動

作
が

極
度

に
制

限
さ

れ
る

も
の

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

歩
行

が
極

度
に

制
限

さ
れ

る
も

の

　
　
　
　
　
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害に

肝臓の機能の障害により日常生活活動が極度に制

〇
・

〇
四

か
つ

他
方

の
眼

の
視

力
が

手
動

弁
以

下
の

も
の

３
　

周
辺

視
野

角
度

（

Ⅰ
／
四

視
標

に
よ

る
。

以
下

同
じ

。
）

の
総

和
が

左
右

眼
そ

れ
ぞ

れ
八

〇
度

以
下

か
つ

両
眼

中
心

視
野

角
度

（

Ⅰ
／
二

視
標

に
よ

る
。

以
下

同
じ

。
）

が
二

八
度

以
下

ての指を欠くもの３　一上肢を上腕の二分の一以上で欠くもの４　一上肢の機能を全廃したもの
の二分の一以上で欠くもの
ことが困難なもの２　体幹の機能障害により立ち上ることが困難なもの

より日常生活が極度に制限されるもの

限されるもの

の
も

の４
　

両
眼

開
放

視
認

点
数

が
七

〇
点

以
下

か
つ

両
眼

中
心

視
野

視
認

点
数

が
二

〇
点

以
下

の
も

の
三級
１
　

視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

〇
四

以
上

〇
・

〇
七

以
下

の
も

の（

二
級
の

二
に

該
当

す
る

も
の

を
除

く
。
）

２
　

視
力

の
良

　
両

耳
の

聴
力

レ
ベ

ル
が

九
〇

デ
シ

ベ
ル

以
上

の
も

の（

耳
介
に

接
し

な
け

れ
ば

大
声

語
を

理
解

し
得

な
い

もの
）

　平衡機能の極めて著しい障害
　音声機能、言語機能又はそしやく機能の喪失
１　両上肢のおや指及びひとさし指を欠くもの２　両上肢
１　両下肢をシヨパー関節以上で欠くもの２　一下肢を大
体幹の機能障害により歩行が困難なもの
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

上
肢

を
使

用
す

る
日

常
生

活
動

作
が

著
し

く
制

限
さ

れ
る

も
の

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

歩
行

が
家

庭
内

で
の

日
常

生
活

活
動

に
制

限
さ

れ
る

も
の

心臓の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく
じん臓の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著し
呼吸器の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著し
ぼうこう又は直腸の機能の障害により家庭内での日常生活
小腸の機能の障害により家庭内での日常生活活動が著しく
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害により日常

肝臓の機能の障害により日常生活活動が著しく制限される

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

〇
八

か
つ

他
方

の
眼

の
視

力
が

手
動

弁
以

下
の

も
の

３
　

周
辺

視
野

角
度

の
総

和
が

左
右

眼
そ

れ
ぞ

れ
八

〇
度

以
下

か
つ

両
眼

中
心

視
野

角
度

が
五

六
度

以
下

の
も

の４
　

両
眼

開
放

視
認

点
数

が
七

〇
点

以
下

か
つ

両
眼

のおや指及びひとさし指の機能を全廃したもの３　一上肢の機能の著しい障害４　一上肢のすべての指を
腿の二分の一以上で欠くもの３　一下肢の機能を全廃したもの

制限されるもの
く制限されるもの
く制限されるもの
活動が著しく制限されるもの
制限されるもの
生活が著しく制限されるもの（

社
会での日常生活活動が著しく制限されるものを除く。

）
もの（

社
会での日常生活活動が著しく制限されるものを除く。

）
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中
心

視
野

視
認

点
数

が
四

〇
点

以
下

の
も

の

欠くもの５　一上肢のすべての指の機能を全廃したもの

四級
１
　

視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

〇
八

以
上

〇
・

一
以

下
の

も
の

（

三
級
の

二
に

該
当

す
る

も
の

を
除

く
。
）

１
　

両
耳

の
聴

力
レ

ベ
ル

が
八

〇
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

（

耳
介
に

接
し

な
け

れ
ば

話
声

語
を

理
解

し
得

な
い

　
音声機能、言語機能又はそしやく機能の著しい
１　両上肢のおや指を欠くもの２　両上肢のおや
１　両下肢のすべての指を欠くもの２　両下肢の
　
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
る

上
肢

の
機

能
障

害
に

よ
り

社
会

で
の

日
常

生
活

活
動

が
著

し
く

制
限

さ
れ

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

社
会

で
の

日
常

生
活

活
動

が
著

し
く

制
限

さ
れ

る
も

の

心臓の機能の障害により社会での日常生活活動が
じん臓の機能の障害により社会での日常生活活動
呼吸器の機能の障害により社会での日常生活活動
ぼうこう又は直腸の機能の障害により社会での日
小腸の機能の障害により社会での日常生活活動が
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害に

肝臓の機能の障害により社会での日常生活活動が

２
　

周
辺

視
野

角
度

の
総

和
が

左
右

眼
そ

れ
ぞ

れ
八

〇
度

以
下

の
も

の３
　

両
眼

開
放

視
認

点
数

が
七

〇
点

以
下

の
も

の

もの
）

２
　

両
耳

に
よ

る
普

通
話

声
の

最
良

の
語

音
明

瞭
度

が
五

〇
パ

ー
セ

ン
ト

以
下

の
も

の

障害
指の機能を全廃したもの３　一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のうち、いずれか一関節の機能を全廃し
すべての指の機能を全廃したもの３　一下肢を下腿の二分の一以上で欠くもの４　一下肢の機能の著しい

る
も

の

著しく制限されるもの
が著しく制限されるもの
が著しく制限されるもの
常生活活動が著しく制限されるもの
著しく制限されるもの
より社会での日常生活活動が著しく制限されるもの

著しく制限されるもの

たもの４　一上肢のおや指及びひとさし指を欠くもの５　一上肢のおや指及びひとさし指の機能を全廃し
障害５　一下肢の股関節又は膝関節の機能を全廃したもの６　一下肢が健側に比して一〇センチメートル

たもの６　おや指又はひとさし指を含めて一上肢の三指を欠くもの７　おや指又はひとさし指を含めて一
以上又は健側の長さの十分の一以上短いもの
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上肢の三指の機能を全廃したもの８　おや指又はひとさし指を含めて一上肢の四指の機能の著しい障害

五級
１
　

視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

二
か

つ
他

方
の

眼
の

視
力

が〇
・

〇
二

以
下

の
も

の２
　

両
眼

に
よ

る
視

野
の

二
分

の
一

以
上

が
欠

け
て

い
る

も
の

３
　

両
眼

中
心

視
野

角
度

が
五

六
度

以
下

の
も

の４
　

両
眼

開
放

視
認

点
数

が
七

　

平衡機能の著しい障害
　
１　両上肢のおや指の機能の著しい障害２　一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のうち、いずれか一関節
１　一下肢の股関節又は膝関節の機能の著しい障害２　一下肢の足関節の機能を全廃したもの３　一下肢
体幹の機能の著しい障害
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
る

上
肢

の
機

能
障

害
に

よ
り

社
会

で
の

日
常

生
活

活
動

に
支

障
の

あ
る

も
の

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

社
会

で
の

日
常

生
活

活
動

に
支

障
の

あ
る

も
の

　
　
　
　
　
　

　

〇
点

を
超

え
か

つ
一

〇
〇

点
以

下
の

も
の

５
　

両
眼

中
心

視
野

視
認

点
数

が
四

〇
点

以
下

の
も

の

の機能の著しい障害３　一上肢のおや指を欠くもの４　一上肢のおや指の機能を全廃したもの５　一上肢
が健側に比して五センチメートル以上又は健側の長さの十五分の一以上短いもの

のおや指及びひとさし指の機能の著しい障害６　おや指又はひとさし指を含めて一上肢の三指の機能の著
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しい障害

六級
視
力

の
良

い
方

の
眼

の
視

力
が

〇
・

三
以

上〇
・

六
以

下
か

つ
他

方
の

眼
の

視
力

が〇
・

〇
二

以
下

の
も

の

１
　

両
耳

の
聴

力
レ

ベ
ル

が
七

〇
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

（

四
〇
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
距

離
で

発
声

さ
れ

た
会

話
語

を
理

解
し

得
な

い
も

の
）

２
　

一
側

耳
の

聴
力

レ
ベ

ル
が

九
〇

デ
シ

ベ
ル

以
上

、
他

側
耳

の
聴

力
レ

ベ
ル

　
　
１　一上肢のおや指の機能の著しい障害２　ひとさし指を含めて一上肢の二指を欠くもの３　ひ
１　一下肢をリスフラン関節以上で欠くもの２　一下肢の足関節の機能の著しい障害
　
不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

上
肢

の
機

能
の

劣
る

も
の

不
随

意
運

動
・

失
調

等
に

よ
り

移
動

機
能

の
劣

る
も

の

　
　
　
　
　
　

　

が
五

〇
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

とさし指を含めて一上肢の二指の機能を全廃したもの

七級
　

　

　
　
１　一上肢の機能の軽度の障害２　一上肢の肩関節
１　両下肢のすべての指の機能の著しい障害２　一
　
上
肢

に
不

随
意

運動
・

失
調

等
を

有
す

る
も

の

下
肢

に
不

随
意

運動
・

失
調

等
を

有
す

る
も

の

　
　
　
　
　
　

　

、肘関節又は手関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の障害３　一上肢の手指の機能の軽度の障害４　
下肢の機能の軽度の障害３　一下肢の股関節、膝関節又は足関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の

ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能の著しい障害５　一上肢のなか指、くすり指及び小指を欠く
障害４　一下肢のすべての指を欠くもの５　一下肢のすべての指の機能を全廃したもの６　一下肢が健側
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もの６　一上肢のなか指、くすり指及び小指の機能を全廃したもの
に比して三センチメートル以上又は健側の長さの二十分の一以上短いもの

備考
１
　
同
一
の
等
級
に
つ
い
て
二
つ
の
重
複
す
る
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
一
級
う
え
の
級
と
す
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の

重
複
す
る
障
害
が
特
に
本
表
中
に
指
定
せ
ら
れ
て
い
る
も

の
は
、
該
当
等
級
と
す
る
。

２
　
肢
体
不
自
由
に
お
い
て
は
、
七
級
に
該
当
す
る
障
害

が
二
以
上
重
複
す
る
場
合
は
、
六
級
と
す
る
。

３
　
異
な
る
等
級
に
つ
い
て
二
以
上
の
重
複
す
る
障
害
が

あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程
度
を
勘
案
し
て
当
該

等
級
よ
り
上
の
級
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
「
指
を
欠
く
も
の
」
と
は
、
お
や
指
に
つ
い
て
は
指

骨
間
関
節
、
そ
の
他
の
指
に
つ
い
て
は
第
一
指
骨
間
関
節

以
上
を
欠
く
も
の
を
い
う
。

５
　
「
指
の
機
能
障
害
」
と
は
、
中
手
指
節
関
節
以
下
の

障
害
を
い
い
、
お
や
指
に
つ
い
て
は
、
対
抗
運
動
障
害
を

も
含
む
も
の
と
す
る
。

６
　
上
肢
又
は
下
肢
欠
損
の
断
端
の
長
さ
は
、
実
用
長

（
上
腕
に
お
い
て
は
腋
窩
よ
り
、
大
腿
に
お
い
て
は
坐
骨

結
節
の
高
さ
よ
り
計
測
し
た
も
の
）
を
も
つ
て
計
測
し
た

も
の
を
い
う
。

７
　
下
肢
の
長
さ
は
、
前
腸
骨
棘
よ
り
内
く
る
ぶ
し
下
端

ま
で
を
計
測
し
た
も
の
を
い
う
。

別
表
第
六
号
（
第
十
九
条
関
係
）

別表第六号(第十九条関係) 

(表 面) 

4 第一項及び第二項の規定による権限は、犯罪捜査のために認めら

れたものと解釈してはならない。 

注意 

 1 この検査証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

 2 この検査証は、職名の異動を生じ、又は不用となつたときは、

速やかに、返還しなければならない。 

身 体 障 害 者 福 祉 

検 査 証 

 

(裏 面) 

第  号 

  令和  年  月  日交付 

身 体 障 害 者 福 祉 法 (抄) 

 (報告の徴収等) 

第三十九条 都道府県知事は、身体障害者の福祉のために必要がある

と認めるときは、身体障害者生活訓練等事業等を行う者に対して、

必要と認める事項の報告を求め、又は当該職員に、関係者に対して

質問させ、若しくはその事務所若しくは施設に立ち入り、設備、帳

簿書類その他の物件を検査させることができる。 

2 都道府県知事は、第二十八条第二項の規定により市町村が設置す

る身体障害者社会参加支援施設の運営を適切にさせるため、必要が

あると認めるときは、当該施設の長に対して、必要と認める事項の

報告を求め、又は当該職員に、関係者に対して質問させ、若しくは

その施設に立ち入り、設備、帳簿書類その他の物件を検査させるこ

とができる。 

3 前二項の規定による質問又は立入検査を行う場合においては、当

該職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請求があると

きは、これを提示しなければならない。 

  

都 道 府 県 知 事 ( 市 長 ) 

印 

  

  職 名    氏 名 

 備考 この用紙はA列7番とし厚紙を用い、中央の点線のところで二つ折りすること。 
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